
「
産
直
」、は
じ
め
の
物
語

い
ず
み
市
民
生
協
の
設
立
は
ち
ょ
う
ど
40
年
前
、

１
９
７
４
年
の
こ
と
。オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
後
の
狂

乱
物
価
、度
重
な
る
食
品
公
害
、そ
ん
な
社
会

背
景
の
中
で
自
分
た
ち
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
、

南
大
阪
の
主
婦
た
ち
が「
仮
出
資
金
」を
出
し

あ
い一台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、わ
ず
か
63
品

目
の
商
品
か
ら
共
同
購
入
を
始
め
ま
し
た
。マ

ル
イ
農
協
と
の
お
付
き
合
い
は
、な
ん
と
こ
の
設

立
年
１
９
７
４
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
、す
で
に
大
き
な
生
産
者
で
あ
っ
た
マ
ル
イ

農
協
へ
の
、で
き
た
ば
か
り
の
小
さ
な
生
協
か

ら
の
申
し
入
れ
で
し
た
が
、生
協
の
活
動
への
理

解
と
共
感
に
よ
り
、「
産
直
」の
お
付
き
合
い
が

始
ま
り
ま
し
た
。当
初
は
、鹿
児
島
を
出
発
す

る
大
き
な
10
ト
ン
車
の
片
隅
に
ち
ょ
こ
ん
と
い

ず
み
市
民
生
協
向
け
の
た
ま
ご
が
積
ま
れ
届

け
ら
れ
る
と
い
う
、生
産
者
に
と
って
は
効
率
が

悪
く
負
担
の
大
き
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、こ
れ

が
産
直
活
動
の
最
初
の一歩
と
な
り
ま
し
た
。

鶏
卵
農
家
の
努
力
と

マ
ル
イ
農
協
グ
ル
ー
プ
の

一
貫
生
産
体
制

早
朝
か
ら
鶏
舎
を
見
回
って
、鶏
の
様
子
、温
度
、

飼
料
の
出
具
合
な
ど
を
チェッ
ク
し
た
後
、集
卵

作
業
。「
鶏
卵
生
産
者
は
３
６
５
日
、一日
も
休

む
こ
と
の
な
い
作
業
な
ん
で
す
」と
マ
ル
イ
農
協

職
員
が
話
す
通
り
、鶏
卵
農
家
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
が
あ
って
毎
日
、た
ま
ご
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
鶏
卵
生
産
者
を
バッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
マ
ル
イ
農
協
を
中
心
と
し
た
マ
ル
イ
農
協
グ

ル
ー
プ
。「
お
届
け
す
る
も
の
に
す
べ
て
の
責
任

を
負
う
」と
い
う
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
、一
貫
し
た

生
産
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
飼
料
。中
身
が
は
っ
き
り
し
た
原
料

を
用
い
、季
節
や
鶏
種
に
応
じ
た
新
鮮
な
飼
料

を
供
給
す
る
た
め
、グ
ル
ー
プ
内
の『
マ
ル
イ
飼

料
』で
自
家
生
産
を
行
って
い
ま
す
。

ま
た「
生
で
も
お
い
し
く
安
心
し
て
召
し
上
が

って
い
た
だ
け
る
よ
う
に
」と
施
設
の
衛
生
管
理

や
鶏
の
血
液
検
査
な
ど
を
実
施
す
る『
マ
ル
イ

農
協
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
』の
設
置
な
ど「
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
」「
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
」の
精
神
が
徹
頭
徹
尾
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

生
産
者
と
消
費
者
の
絆
で

「
た
ま
ごって
い
う
の
は
生
産
者
が
自
分
た
ち
で

価
格
を
決
め
ら
れ
な
い
商
品
な
ん
で
す
」と
マ

ル
イ
農
協
職
員
が
話
す
よ
う
に
、一
般
的
に
た

ま
ご
は
市
場
相
場
に
よ
って
価
格
が
決
定
さ
れ

ま
す
。し
か
し
生
協
で
は
、相
場
に
左
右
さ
れ

ず
、要
し
た
コ
ス
ト
、か
け
た
労
力
か
ら
適
正
に

価
格
を
算
定
し
、年
間
通
じ
て
の
安
定
価
格
で

た
ま
ご
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、安
定
し
た
生
産
に
つ
な
が
り
、ま

た
消
費
者
が
望
む「
た
べ
も
の
づ
く
り
」の
推
進

力
に
な
り
ま
す
。「
組
合
員
さ
ん
の
ご
理
解
と

産
直
関
係
が
あ
れ
ば
こ
そ
、次
世
代
が
育
ち
、

生
産
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
が
、40
年
に
渡
り
、良
質
な
た
ま

ご
や
鶏
肉
を
届
け
て
も
ら
って
い
る
こ
と
に
、思

わ
ず
頭
が
下
が
り
ま
す
。

遠
く
離
れ
た
鹿
児
島
の
友
人
、マ
ル
イ
農
協
か

ら
毎
日
、毎
日
、送
ら
れ
て
く
る
た
ま
ご
。一つ
ひ

と
つ
の
た
ま
ご
に
込
め
ら
れ
た
思
い
と
共
に
味

わ
って
く
だ
さ
い
。

安
く
て
も
、マ
ル
イ
品
質
。

昨
年
登
場
の「
マ
ル
イ
の
た
ま
ご
」。

一般
の
た
ま
ご
同
様
、賞
味
期
限
の
み
の
表
示
と
し
て
い
る
以
外
、

他
の
産
直
た
ま
ご
同
様〝
顔
の
見
え
る
〞マ
ル
イ
品
質
の
た
ま
ご
で
す
。

鹿児島県マルイ農協の産地・生産者が見える産直たまご
マルイ農協との取引が始まって40年。マルイの産直たまごはマルイ農協の94名の生産者からお届けします。1
ヒナから育てお届けするまで、マルイグループで一貫管理体制
マルイ農協グループで一貫生産・管理体制。生産者・たまごを生む鶏からすべてのルートが明らかです。2
100％自家生産の鶏から生まれるたまご
マルイ農協で一貫生産。たまごの３世代前から育てる鶏のトレースも明らかなたまごです。3
厳しい衛生管理・検査体制でサルモネラ菌対策も徹底
サルモネラSE･STワクチン接種済み。30項目のチェックなど一貫した衛生管理と検査体制。だから生で食べても安心！4
新鮮な自家配合飼料
鶏の飼料は、中身が確認できる自家配合。全ての生産者に１時間以内で新鮮な飼料を供給しています。5

マルイたまごの特徴

鶏
卵
生
産
者
の
お一人

 

伊
地
知
さ
ん

マルイのたまご 白
（重量520g以上・混サイズ） 10個

マルイのたまご 白
（重量312g以上・混サイズ） 6個

マルイのたまご 赤
（重量520g以上・混サイズ） 10個

マルイのたまご 白・赤

「マルイのたまご」は市販のたまご同様、賞味期限
（生食できる期限）のみの表示となります。

6

シリーズ

第2回
―　食品中の化学物質（食品添加物・残留農薬）、遺伝子組換え食品を考える　―　

食品添加物とは

参考になる本の紹介

無添加はかえって危ない
著：有路 昌彦 出版社：日経BPコンサルティング

イクメン研究者が食品添加物の本当を、科学的
に、かつわかりやすく伝える1冊です。　

1

「食の安全お茶会(ミニ意見交換会)」
を開きませんか

（1）

（2）

（3）

テーマは食品添加物に限らず、残留農薬や遺伝子組換え食品
など、食の安全に関することなら
何でも結構です。
３名以上お集まりいただければ、
当企画の担当がお伺いします。
申し込み方法
①

②

「組合員活動Webアピエ」で受付けます。
1）「Webアピエ」で検索
http://www.izumi.coop/event/event2.html
2）イベント一覧から「食の安全お茶会」をクリック
3）イベント申し込みフォームに記入後送信ください。
申し込み受付け後
日時と会場の相談をさせていただきます。

i

7 6

既存添加物 長年使用されてきた天然添加物
（カテキン、カフェイン、カラメルなど）

一般飲食物
      添加物

通常、食品として用いられているが、
食品添加物的な使い方をする添加物 
（オレンジ果汁、イカスミ色素、ウコンなど）

天 然 香 料 植物、動物を起源とする香料

❶食品の品質を保つための添加物
保存料　殺菌料　酸化防止剤　防カビ剤

❷食品の風味や外観を良くするための添加物
着色料　発色剤　甘味料　酸味料　調味料　香料

❸食品の製造や加工のために必要な添加物
豆腐用凝固剤　膨張剤　乳化剤

❹食品の栄養成分を補填・強化する添加物
ビタミン　ミネラル　アミノ酸

2.食品添加物の役割

　昔から、梅干を漬ける時、シソの葉で着色したり、豆腐をつく
るときに「にがり」を使ったりしてきました。また、西洋では肉
を保存する時、岩塩を使ってきました。
　「食品添加物」という言葉自体は、第二次世界大戦の後、使
われるようになりましたが、昔から、私たちの食生活にはなく
てはならないものです。

1. 食品添加物は、食品の製造・加工・保存を目的と
して食品に加えられる物質です。

　安全性と有効性を確認して厚生労働大臣が指定した「指定添
加物」と長年使用されてきたいわゆる天然添加物（「既存添加
物」「天然香料」「一般飲食物添加物」）があります。

3.食品添加物は、いわゆる天然添加物も含めて、
国が管理しています。

　食品添加物も、一般の食品と同じで、多く使いすぎると健康
に害をおよぼすことがあります。
　そこで、食品安全委員会が、一生食べ続けても安全だという
量（ＡＤＩ）を科学的に調べます。食品安全委員会が調べた結果
をもとに、国（厚生労働省）が使い方のルールを決めて、社会全
体がこれを守ることで、安全を確保するようになっています。

5. 食品添加物の安全性

　以前（40～50年前）、人の体にどのような影響があるのかよ
くわからないまま使われていて、後になって悪い影響があるこ
とがわかり、使用禁止になった食品添加物がありました。
　そんなことが、私たちに「食品添加物は危険なもの」という
イメージを植え付けたのではないかと言われています。

「食品添加物は危険なもの」というイメージ??

次月は、食品添加物をはじめとした食品中の科学物質の
          安全性についてもう少し詳しくお伝えします。

2013年12月4日現在

食品添加物

いわゆる
天然添加物

既存添加物（365品目）

指定添加物（438品目）

天然香料

一般飲食物添加物

　食品安全委員会は、国民の健康の保護が最も重要であるという基本
的認識の下、厚生労働省や農林水産省などから独立して、科学的知見
に基づき客観的かつ中立公正にリスク評価を行う機関です。

＊食品安全委員会 http://www.fsc.go.jp/

今後新たに使われる食品添加物は、天然、合成の区別なく、すべ
て食品安全委員会＊による安全性の評価を受け、厚生労働大臣
の指定を受け「指定添加物」になります。

4.「指定添加物」として指定されるための条件
❶安全性が実証または確認されるもの
❷使用により消費者に利点を与えるもの
❸すでに指定されているものと比較して、
同等以上か別の効果を発揮するもの

❹原則として化学分析などにより、
その添加を確認し得るもの




